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はじめに
中国の女性史関連の研究とその史料について概括的に紹介
１ 中国史研究の史料
＊中国では殷代（前 16～11 世紀）以来、文字や文献に対して強いこだわり
甲骨文＝卜辞（天の神のお告げを記録する）
史官の存在＝王・皇帝の言と動を記録する官、事実を曲げない規範
比較的大量の史料残存 唐代以前(～10 世紀)の史料ならすべてを読破可能だが
＊史料＝漢籍の分類：四部分類（7 世紀に成立した図書分類法）
経：儒教の経典と注釈・解説書 『論語』『孟子』『朱子語類』など
子：諸子百家の著書と注釈・解説書 『韓非子』『管子』など
史：歴史関係書 『史記』『漢書』などの正史、『資治通鑑』など
集：個人文集等（詩・文・墓誌銘・政策論議など）『陶淵明文集』『白氏文集』など
２ 中国史料の基本的な性格
＊文字の読み書きができる人のためのもの 一般に士人・読書人と称される階層
歴史が古くなるほど少人数 例）唐代の人口：6000 万人、官僚 2 万人ほど
ただし、唐代ころから庶民教育の教科書も登場 必要性：敦煌文書｢放妻書｣手本
＊歴史的に選り抜かれて残存したもの 文章の内容や表現技術が評価されたもの
漢代以降は儒教の価値観により淘汰 イデオロギー性の高さが基準
後世、歴史的評価が変化したことによる書き換えもある
→皇帝・官僚やその予備軍（男性）が著者であり主要読者 女性の著書：女訓書など
唐宋時代以後、都市民を中心に読者が拡大
10 世紀ころに木版印刷術の発明 手写本（巻子体）から版本（冊子体）へ
３ 女性・男性の歴史と史料
＊前提：男性中心の歴史
母系制社会がかなり早くに崩壊 殷代の王室では父子・兄弟相続
男性中心思想の定着 とくに儒家思想
孔子の登場（前 500 年前後）→孟子が継承・発展（前 300 年前後）→漢代に官学化
財産相続の原理：「父子同気」＝兄弟(嫡庶の区別なし)均分、女子には嫁入り費用
家父長制の規定：律令の基本、家父長が財産処分権、家族員に婚姻などの指示
⇒以上はイデオロギー、あるべき姿としての規範
史料：経部、史部のなかの正統派史料が主体
これが中国史に対する《誤解》のもとになっている
例）家父長制の本場だから家長は強い権力をもつ、女性は徹底的に抑圧された
現実はそう単純ではない 非正統派の史料を活用すると現実が見えてくる
＊歴史の裏側＝現実を知るために
正統派史料のなかの零細な記述を収拾する
小説史料の利用：子部小説家類、集部小説類（近代的なフィクション）にあり
小説とは「つまらない話」 儒教的価値観では評価されない史料
神話・伝説から聞き書き、随筆、フィクションまで含む雑多なジャンル
フィクションで有名なものに唐代伝奇小説など
『黄粱一炊の夢』（『邯鄲の夢』）、『杜子春』などの不思議な話
唐代の著者：中下級官僚が自己アピールの材料として書いたものも
⇒庶民の世界、現実の世界を反映している可能性が高い
４ 女性・婚姻・夫婦関係の史料と記述
史料の内容を見ながら歴史を考える
テーマ：南北朝～唐代の｢妬婦(嫉妬する妻)」問題、宋代の妻たちの活躍
(1)南北朝・隋代の｢妬婦」問題 正史にも小説類にもあり
史料①正史『魏書』巻 18 太武五王列伝 北朝・魏王朝（386～556）
「…元孝友が上奏した。…わが王朝では…天下あげて妾がなく、ほとんどみな一妻であり
ます。もし誰かが強いて多くの女性を迎えれば、家の中はばらばらになり、…。…父母
が娘を嫁がせる際にはこれに嫉妬を教え、姑・小姑が嫁を迎える際には必ず嫉妬を勧め
ています。夫をコントロールできるのが女性の徳であるとし、よく嫉妬できるのが女工
（女の仕事）であるとしています。…」
→魏王室（鮮卑族）では一夫一妻で妾を持たない ⇔南朝（漢族）では多くの妾あり
嫉妬という手段で夫を操縦する、親や姑・小姑が嫁に嫉妬の教育をする
史料②正史『隋書』巻 36 独孤皇后伝 隋（581～618）
「(初代文帝の独孤皇后は)嫉妬深い性格だったので、後宮の女性はみな遠慮していた。尉
遅迥の孫に美女がおり、宮中に出仕していた。皇帝はこれを見て気に入り、彼女は寵愛
を受けた。皇后は皇帝が政務についている機会をうかがい、ひそかに彼女を殺させた。
皇帝は激怒した。…ため息をついて言った。『朕は天子の位に上ったというのに自由がな
いのだ』と。」 →嫉妬深くて有名な皇后のエピソード
史料③小説『妬婦記』(南朝の皇帝が妬婦を戒めるために作らせたという)の逸文
「都に士人の妻がおり、たいへん嫉妬深かった。ささいなことで夫をののしり、ひどい時
には必ず鞭打った。いつも長い縄を夫の足に結び付けておき、夫を呼ぶ時にはこの縄を
引っ張るのである。（閉口した）士人はひそかに知り合いの巫女に相談して計略を立てた。
妻が眠っている時に士人がトイレに行き、羊に縄を結えつけ、垣根を乗り越えて逃げた
のである。目覚めた妻が縄を引いたところ、羊がやってきたので大いに驚き、不思議に
思って巫女を呼んで尋ねた。すると巫女は次のように言った。『あなたのこれまでの悪事
を先祖が責め、旦那さんは羊に変ってしまったのです。もし悔い改めることができるな
ら、お祈りするのがよろしい』と。妻は嘆き悲しみ、羊を抱いて慟哭し、悔やんで、も
う嫉妬しないと誓った。そこで巫女は七日間の祭祀をおこない、…羊がもとの姿に戻る
ように祈った。夫は徐々にもとの姿に戻り、妻は泣いて夫に尋ねた。『長い間羊になって
いて辛くはなかったでしょうか』と。夫は『まずい草を食べ、おなかが痛くなったのを
思い出すだけだ』と。妻はますます憐れみ悲しんだ。その後、ふたたび妻が嫉妬すると、
夫は地面に伏せて羊の鳴きまねをした。妻は驚き、裸足でかけだし先祖に誓った。『二度
とこのようなことはしません』と。そうして再び嫉妬することはなかった。」
→信じられないほどの夫の弱さ、妻の嫉妬＝「悪事」、だまされたアホな（？）妻
(2)唐代の｢妬婦」問題 正史から小説へ 唐（618～907）
史料④正史『新唐書』巻八三 諸帝公主伝 中宗八女
「宜城公主は、…裴巽に降嫁した。巽にはお気に入りの女性がいた。公主は怒り、彼女の
耳をそぎ鼻をけずり、そのうえ巽の髪を切った。帝は怒り、公主の位を落として県主と
し、巽は左遷した。しばらくして公主はもとの位に戻された。」
史料⑤小説『朝野僉載』巻三
「唐の宜城公主の夫である駙馬都尉裴巽は外に愛人一人を囲っていた。公主は宦官を遣わ
してつかまえさせ、耳と鼻をそぎ、陰部の皮をはいで裴巽の顔に貼り付けた。そのうえ
髪を切って、役所で仕事をさせ、同僚を集めてこれを見物させた。裴巽も公主もともに
降格され、公主は郡主となり、裴巽は左遷された。」
④と⑤の違い(下線部)に注目 正史は残酷な記述を削除＝正史としての品格
史料⑥小説『朝野僉載』巻三
「はじめ兵部尚書任瓌は、皇帝より宮女二人を賜った。ともに絶世の美女であった。妻は
嫉妬し、二人の頭 髪を焼いてまる坊主にしてしまった。太宗はこのことを聞き、妻を
宮廷によび、金の壺に入った酒を賜って言った。これを飲めばたちどころに死んでしま
う。…こののち嫉妬しないなら、飲む必要はない。もし嫉妬し続けるなら、ただちに飲
め、と。…妻の柳氏は飲み尽くして倒れ伏したが、実は毒薬ではなかった。…帝は瓌に
言った。『女の性（さが）はこのようなものだ。朕でも畏れるであろう』と」
史料⑦小説『御史台記』
「唐の管国公・任瓌はひどく妻を恐れていた（原文：酷怕妻）。（前掲⑥の事件）…後日、杜
正倫が瓌をからかった。瓌は言った。『妻には恐いところが三つある。娶ったばかりの時
はいつも菩薩のようである。菩薩を恐れない人がいようか。しばらくして子供を産むと
子育て中の虎のようになる。虎を恐れない人がいようか。年老いて皺がよると鳩盤荼鬼
(くぱんだき：仏教の説話に出てくる人を食らう鬼)のようになる。鬼を恐れない人がいようか。
だから妻をこわがるのは何ら怪しむに足りないのだ』と。聞いていた者は大喜びした。」
→⑥と⑦は同一人物のエピソード 嫉妬深い妻の話：中国語｢酢を飲む｣＝焼餅を焼く
⑥は正史『旧唐書』にもあるが、きわめて簡略、⑦は笑い話
唐代に笑話が増加→｢妬婦｣の威力が弱められる＝夫の自信、正妻の地位も保証
⇒南北朝から唐代、妻の「嫉妬」の抑圧に成功＝家父長制的な体制が成立 しかし…
(3)宋代の妻たち 裁判の判決文に登場する強い妻たちの活躍 宋（960～1127～1279）
妻の嫉妬は抑圧されたが、威力は継承された
史料：80 年代に南宋時代(12,13 世紀)の判決文集を発見 編者未詳『名公書判清明集』
当時下された判決文を切り貼りしたもので、一級の史料 └子部法家類
士人階層や民間の訴訟事案に対する判決 ごろつきから士人まで
＊離婚・再婚をめぐって
女性の守るべき道徳：離婚・再婚などもってのほか
「忠臣は二君に事（つか）えず、貞女は二夫を更（か）えず」
（『史記』田単伝、紀元前３世紀ころの話）
「餓死はきわめて小さいことだが、（女性の）失節はきわめて大きいことだ」
（北宋・程頤の言葉、朱子が高く評価）
では現実はどうか、判決文を見る
史料⑧『清明集』巻十「妻はすでに再婚しているのに前夫の財産を手に入れようと企む」
「…張巡検（広域警察署長・キャリア官僚）は官僚の身でありながら、どうして法を知らないのか。知っ
ていながら結婚したのだとすれば、当然罰を与えなければならない。いわんやこの不義の女をど
うして嫁にしたのか。女は再婚するのでさえ良くないのに、彼女は銭氏から徐氏、徐氏から張氏
へと三度の結婚に及んでいる。朝（あした）にはあちら、夕べにはこちらと、娼妓や俳優の賤しさと
選ぶところはない。彼女が銭氏に背いて徐氏に嫁ごうとしたとき、徐氏は銭氏を教訓とせずにこ
れを娶った。そして結局、母親は、孝行な嫁の介護を受けられなかったのだ。彼女は今また徐氏
に背いて張氏に嫁いでいる。張氏がまた徐氏を教訓にしなければ、同じ轍を踏むことになるであ
ろう。…」 →三度も再婚している妻の存在、他にも同様な判決文があり特殊事例ではない
参考）史料⑨唐代の小説『雲渓友議』巻上「魯公明」
「ある貧乏知識人の妻が、貧しさに堪えきれず離婚を申し出た。夫は離婚届を書き一篇の詩をつ
けて役所に届け出させた。それを読んだ 顔真卿はこの知識人の才能を認め、妻の行為を許せ
ないと考えた。そこで見せしめのために妻をむち打ちにしたうえで離婚を認めることとした。その
結果、こののち十数年、江南では敢えてその夫を棄てる者がいなかった。」
→唐代に離婚を言い出す妻、夫を棄てる妻がいた
史料⑩『清明集』巻十「妻が夫に背き舅に逆らったので、処罰して離婚を許す」
「阿張は朱四の妻となっておよそ八年である。…いま朱四は、目は見え、耳は聞こえ、口は話せ、
手足もよく動き、まったく重病になどなったことはない。（ところが）阿張は故なく彼を『痴愚』とよび、
棄て去ろうとしており、すでに夫婦の義を失ってしまっている。その上、舅に性的関係を迫られた
と誣告しており、はなはだしく舅に逆らっているのである。礼では『子がその妻とたいへん仲むつ
まじくとも、父母が気に入らなければ、これを追い出す』（『礼記』）という。阿張はその夫を訴えた
ので夫と仲が悪くなっているばかりか、その舅を訴えたのだから舅にも気に入られていない。事こ
こに至っては、強いて結婚させておくべきではない。杖打ち六十の罰を与え、離婚を許す。」
→妻が離婚訴訟を起こして認められる、「誣告」としての処罰はあるが、
史料⑪『清明集』巻十「夫が妻を棄てようとして、曖昧な事実によって誣告する」
「…江濱臾は考えを巡らしてその妻を棄てようとした。しかし名分がないので、ついに家の中の曖
昧な事件を持ち出して妻を誣告した。それに天下の大悪を追加したが、言葉に窮し、理屈が通ら
なくなった。その上、妻が什器類を盗んだと訴えたが、いちいち調べさせたところ、みな虞氏の持
参財産であった。…いま江濱臾は事実をでっち上げ、鳥獣のような行為で妻を誣告した。虞氏も
人間である。どのような顔をして実家に帰れようか。…」
→妻を追い出したい夫が誣告＝夫の権力がそれほど強くない
おわりに
女性にスポットをあてた歴史の史料は少ないけれども確実に存在する
研究者の問題意識があれば見えてくるものも多い
